7　物語　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げん),源)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),氏)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がたり),語)　最期の言葉　着眼点　文法　復習⑦　敬語の復習
 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふじ),藤)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぼ),壺)は、病床につく自分を見舞ってくれた光源氏に対し言葉をかけた。
「院の御遺言にかなひて、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),内)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),裏)の御 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うしろ),後)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),見)仕うまつり給ふこと、年ごろ思ひ知り侍ること多かれど、何につけてかは①その心寄せことなるさまをも漏らしⓐ聞こえむとのみ、のどかに思ひ侍りけるを、今なむあはれに口惜しく」とほのかにⓑのたまはするもほのぼの聞こゆるに、御いらへも聞こえやり給はず泣き給ふさまいといみじ。㋐「はかばかしからぬ身ながらも、昔より御後見仕うまつるべきことを、心の至る限り㋑おろかならず思ひⓒ給ふるに、② eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おほき),太政)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おとど),大臣)の隠れ給ひぬるをだに、世の中こころあわたたしく思ひ給へらるるに、またかくおはしませば、よろづに心乱れ侍りて世に侍らむことも残りなき心地なむしⓓ侍る」とⓔ聞こえⓕ給ふほどに、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ともし),灯)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(び),火)などの消え入るやうにて果て給ひぬれば、③いふかひなく悲しきことを eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おぼ),思)し嘆く。
語注

院＝桐壺帝と呼ばれた先代の天皇で、光源氏の父。藤壺は后の一人。

内裏＝冷泉帝と呼ばれる今の天皇。桐壺帝と藤壺の子とされているが、実際は光源氏と藤壺の間に生まれた不義の子。

太政大臣＝光源氏の義理の父（前妻の父）。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

〔　　　　　〕通り今の天皇の〔　　〕を務める光源氏に、藤壺は病床から感謝を述べる。先頃の〔　　　　〕の死に加えて、光源氏は藤壺の不調を嘆くが、藤壺は〔　　〕が消えるように亡くなってしまった。
問二　〔語句〕　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　　　　　　〕㋑〔　　　　　　　　　　〕

問三　　〔文法〕　二重線部ⓐ～ⓕの敬語について、敬語の種類と敬意の対象を選べ。　〈1点×6〉
敬語の種類　　　Ａ　尊敬　　　Ｂ　謙譲　　　Ｃ　丁寧

敬意の対象　　　ア　藤壺　　　イ　光源氏　　ウ　内裏

ⓐ〔　　〕ⓑ〔　　〕ⓒ〔　　〕

ⓓ〔　　〕ⓔ〔　　〕ⓕ〔　　〕

問四　〔チェック問題〕　敬語の復習

　次の傍線部を現代語訳せよ。　〈2点×4〉

１　（光源氏は）御装束奉りかへて西の対に渡り給へり。　（源氏物語）

２　（かぐや姫は）いみじく静かに、公に御文奉りたまふ。　（竹取物語）

３　「（天皇の御前に）誰々か侍る」と問ふこそをかしけれ。　（枕草子）

４　大御酒参り、氷水召して、　（源氏物語）

１〔　　　　　〕２〔　　　　　〕
３〔　　　　　〕４〔　　　　　〕
問五　〔読解〕　傍線部①とあるが、どのようなことを言うのか。最も適当なものを選べ。　〈10点〉

ア　長年秘めつつも恋い慕ってきた藤壺に対する、光源氏の許されない恋情。

イ　光源氏が実の息子である冷泉帝に対して抱く、父親としての深い愛情。

ウ　院の遺言通り冷泉帝の後見を務める光源氏に対する、藤壺のこのうえない感謝。

エ　藤壺が光源氏に対して抱く、立場上隠さざるをえなかった特別な思い。

〔　　　〕
問六　〔内容〕　傍線部②を現代語訳せよ。　〈8点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問七　〔読解〕　傍線部③とあるが、光源氏のどのような様子を表しているのか。二十字以内で答えよ。　〈10点〉
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
【解答】
問一　院の御遺言　後見　太政大臣　灯火
問二　㋐＝頼りになる　㋑＝並一通りではない　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝Ｂ・イ　ⓑ＝Ａ・ア　ⓒ＝Ｂ・ア　〈1点×6〉
ⓓ＝Ｃ・ア　ⓔ＝Ｂ・ア　ⓕ＝Ａ・イ
問四　１＝お召し替えになって　〈2点×4〉

２＝お手紙を差し上げなさる。

３＝誰々がお仕えしているか。

４＝召し上がり（お飲みになり）、

問五　ウ　〈10点〉

問六　太政大臣がお亡くなりなさったことでさえ、世間は自然と心落ち着かなく思いますが、　〈8点〉

問七　藤壺が死に、この上なく悲しんでいる様子。（20字）〈10点〉
【補充問題】

問１　「今なむあはれに口惜しく」（２〜３行目）とあるが、なぜ「口惜しく」感じているのか。最も適当なものを選べ。
ア 院の遺言を守り立派に帝の務めを果たしている冷泉帝に、感謝の意を伝えることができなかったため。

イ 世間にひた隠しにしてきた自分と光源氏の関係を、他人に知られてしまったため。

ウ 光源氏への感謝をいつかは伝えようと思っている間に、伝えないままになってしまったため。

エ 光源氏を冷泉帝の後見役につけよという院の遺言を果たせないうちに、病に伏してしまったため。

問２　「灯火などの消え入るやうにて」（６〜７行目）とは、どのようなことをたとえた表現か。簡潔に答えよ。
【補充問題解答】

問１　ウ
問２　藤壺が亡くなったこと。
　
